












































対象は 12 名であり，全員が 4 回のセッションに参加した．対象者は退院後早期にスト
ーマ・セルフケアを習得でき，周囲皮膚に重篤な皮膚障害は無く経過していた．気分の変
化は，退院後緊張が和らぐ，抑うつ，怒り，混乱が落ち着く傾向がみられた．QOL の変化
は，ストーマに対するストレスの軽減，身体的状態の維持，活動性や心理的状態の上昇傾
向がみられた．言動には，自律性の拡大，前向きさ，肯定感など，現状を受入れた穏やか
さがみられた． 
【考察】 
本プログラム(案)による術後から退院後早期まで，集中的かつ継続的なストーマ・セル
フケア支援は，予後不良である対象者が排泄の自律を獲得して，その自律性を維持した穏
やかな療養生活を送ることを可能にしたと考える．プログラム(案)は，緩和ストーマの受
け入れ，緩和ストーマのセルフケアの習得，緩和ストーマとがんによる身体的苦痛の緩和，
緩和ストーマとがんに対する心理・社会的苦痛の軽減，という 4 つの介入項目に基づく支
援を行うというものであり，ストーマケアの習得だけではなく，がんの進行による身体的
苦痛，がんの根治が望めず終末期を自覚し死を意識する苦痛，をも包括的にケアすること
を意図した系統的なものであった．今回，プログラム(案)の枠組みにストレス・コーピン
グ理論を用い，患者をコーピングの主体と捉えて，排泄の自律を目指すセルフケア支援を
行ったことは，終末期であっても自律性をもつ対象に対して有効に働き，重複する苦痛を
持つ患者を効果的に支え，それががんの進行により日常生活動作の制限や衰弱傾向にある
対象の穏やかな療養生活を可能にするという効果をもたらしたと考える． 
【結論】 
緩和ストーマのセルフケアという排泄ケアの支援とともに，がんによる身体・心理・社
会的苦痛という重複する苦痛をもつ患者を支えるプログラム(案)により，患者はストーマ・
セルフケアを習得し，ストーマ周囲皮膚障害は予防され，排泄の自律が維持された．これ
により対象者は退院後の穏やかな療養生活が可能となった．本介入は，患者を主体者とし
てとらえ，この患者に対して総合的なアプローチを行ったものであり，患者の尊厳を支え，
生活の質の向上につながったといえる． 
 
